
－ 44 －

 

【全国米麦改良協会会長賞】 

 

 農家の部 

  愛媛県西予市 

   竹 中
た け な か

恵
け い

太
た

 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 45 －

１ 経営者及び経営内容 

 竹中氏は、愛媛県の松山市から約 50 ㎞南下した県下有数の水田地帯の西予市

で水稲（飼料用米を含む）・麦・大豆を家族労働で栽培する専業農家であり、地

域の中核農家及び若手農業者のリーダーとして活躍している。 

 同氏は 32 歳と若く、主に父と２人で、水田 1875.7ａ（うち借地 1595.9ａ）で

水稲・麦・大豆をローテーションにより約 28ha 栽培している。 

 なお、借地の拡大に当たっては、近接農家からの耕作委託を積極的に受け、荒

廃農地の発生防止に努めている。 

表１ 経営作目の概要 

主要作目名 栽培面積 農家粗収益全体に占める割合 

麦 1,003（ａ） 25.8% 

水稲（飼料用米含む） 890（ａ） 50.8% 

大豆 900（ａ） 23.4% 

計 2,793（ａ） 100.0% 

 

表２ 家族の労働状況  

続柄 年齢 年間従事日数 
 

うち麦作従事日数 

本人 32 287 日 70 日 

父 73 287 日 70 日 

母 67 58 日 - 

妻 29 75 日 - 

(注） 麦作従事日数については、１日８時間として算出。 

 

２．技術上の特色 

 ブロックローテーションにより米、麦、大豆の２年３作を基本とし、大型・小

型機械を組み合わせた大規模経営に取り組みながら、基本技術を忠実に励行し

て高収量とコスト低減を実践している。 

（１）土づくり 

 水稲収穫後、小麦を播種するまでの準備期間をとるため、９月に収穫可能な水

稲極早生品種（コシヒカリ等）を作付け、稲わら全量すき込み、土壌改良材施用

による土づくりを積極的に進めている。 

 牛糞堆肥は２年３作の間に１回施用することにしており、その時期は麦収穫

後（大豆播種前）である。また、令和４年度から本格的に取り組んでいる稲 WCS

栽培圃場には、酪農家が堆肥を投入するなど、耕畜連携で効率的に取り組んでい

る。 
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（２）湿害対策 

 湿害対策では、播種前のプラウ耕、バックホーによる額縁明きょの設置、播種

後は培土板をつけた小型トラクターによる明きょの設置など、ほ場内に水が停

滞しないよう注意している。 

 特に、バックホーによる額縁明きょ設置は、排水口が完全に見えるくらい深く

掘るので、特に時間をかけている作業である（45 分/10ａ）。なお、この明きょ

は後作の大豆でも引き続き活用される。このバックホーによる明きょの設置は、

竹中氏が地域で初めて取組み、近年は、周辺の生産者も設置が増えている。 

（３）品質向上への努力 

 特に、品質改善として、種子更新（毎年）、病害虫の適期防除、ドリルシーダ

ー利用による発芽の均一化、麦踏ローラーによる麦踏圧の徹底、追肥（３回）の

適正施用など、細心の気配りをして、収量の高位安定化と上位等級麦の出荷に努

めている。 

 

３．収量の向上、品質改善 

 10ａ当たり収量は、主力品種の‘チクゴイズミ’で 568kg、愛媛県令和４年産

平均収量（464kg）を大幅に上回る（122％）水準を実現した。品質面においても、

１等 100％（愛媛県令和４年産平均１等 94％）と高品質の麦づくりに努めてい

る。また、同氏から刺激を受け、地域内の小麦栽培において収量・品質が向上し

ている。 

 消費動向やコロナ禍で県内のはだか麦から小麦への転換にあたり、実需者の

要望に応えるべく、新品種の試作・導入を率先して行っており、令和４年産では

新たに‘さとのそら’、‘シロガネコムギ’の試作に取り組み、地区への品種適性

の検討、地区農業者への展示・周知を行った。 

 

４．労働時間の軽減 

 農地は山に囲まれた中山間地の水田地帯にあり、基盤整備は行われているも

のの１ほ場当りの面積は平均 35ａと小区画である。そこで、近隣の農業者と耕

作ほ場の交換調整を行い、大半の農地を自宅から 800ｍ以内に集積・団地化させ、

作業効率を向上させている。 

 技術改善には、先進地（福岡県等）を積極的に訪問、優れた技術を取り入れ、

省力化に努めている。 

 機械化体系では、複数の作業を同時に行うため、大型トラクター２台（土改改

良剤散布と稲わらすきこみ、播種と除草剤散布）、小型トラクター１台（踏圧と

追肥、明きょ設置のみ）を使い分け、機械の目的別利用と作業の効率化を図って

いる。 
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 令和３年には自脱型コンバインから普通型コンバインに更新し、麦の収穫日

数も３日から２日に減るなど、高性能機械導入により収穫作業の効率化を進め

ている。 

 病害虫防除は無人ヘリ利用組合に委託し、乾燥・調製・出荷はライスセンター

（ＲＣ）を利用し、省力化している。 

 現在、10ａ当たりの所要時間は 4.0時間（愛媛県平均 5.0時間）で平成 30 年

5.0時間から 20％削減されている。 

 なお、年間を通じて作業は父と２人で実施、農繁期（水稲収穫時等）は母と妻

が補助労働を行い、年間を通じて雇用はなく残業もしない。 

 

５．流通の改善・合理化 

 乾燥・調製・出荷はＲＣを利用することで、作業の効率化、品質低下防止、コ

スト低減（乾燥・調製施設、光熱費）等を実現している。 

 

６．今後の麦作への取り組み 

 作業の効率化や徹底した栽培管理が可能な水稲・麦・大豆による２年３作の栽

培体系を基本とし、機械を有効に活用しながら、自宅近辺の借地により更なる規

模拡大を目指す。 

 以上のように同氏の麦作は基本技術（排水対策）の励行を基本に、借地による

生産単位の拡大を図りながら収量・品質を向上させてきた。 

 今後も作業効率化や経費削減に向け、作業や栽培管理方法の見直しや新たな

機械や技術の導入を積極的に行う。 

 

７．その他特記事項 

 当該地域は米麦のみならず、園芸作物等も含め若手農家が多い。中でも、同氏

は 32 歳と若手ではあるが、就農 12 年を経過し技術・人望とも抜きんでている。 

 地域農業の振興と生産技術向上を目的に、若手農業者同士で、情報交換やほ場

巡回、視察研修等による勉強会等を行い切磋琢磨している。高齢化・担い手不足

が各地で問題となっている今、非常に将来性のある地域であり、その中心となる

人物である。 

 〇宇和町青年農業者協議会長、西予青年農業者連絡協議会長を務め、地域若手

農業者リーダーとして活躍。 

 〇無人ヘリ利用組合のオペレーターとして、自身の農地を含め近隣農地の防

除も担い、地域に貢献。 
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８．令和４年産作付圃場図 

○ブロックローテーション：大まかに上と下で分けている 

麦→大豆→水稲（２年３作） 

年 ３年秋 ４年春 ５年春 ５年秋 

作 物 麦 大豆 水稲 麦 

     
 

 執筆者：愛媛県南予地方局八幡浜支局地域農業育成室 田中美奈 
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